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改正健康増進法で喫茶店にこもって執筆する、というこれまでのスタイルが持
続可能でなくなってしまいました。身を削って書いている、という一種の自己陶
酔なのかもしれませんが。シガーバーでもいくかな。 
 コンテンツ・リーダー　沢橋 松王

数年前にオープンソースに興味を持ち、活用したアーキテクチャーを考えたくて、
勉強会ワーキンググループを立ち上げてからだいぶ年月が経ちました。明らか
にあの頃とは違い、当たり前にオープンソースが溢れる世の中になりましたね。
キャッチアップし続けていかなきゃ！ 青山 真巳

“Open by Design”という言葉があります。最初からオープンにすることで共
感した人たちがコミュニティーを形成し、Meetupイベントやブログを通じて
Know Howを共有する良い時代になってきたなと実感しております。この流れ
は止められないでしょう。 天野 武彦

クラウドなどを通じて機械学習が容易に利用できる2020年、オープンソース
だけではなくオープンデータの広がりに期待しています。さまざまな課題解決
に向けて、日本でも多くのオープンデータが公開、利用できるようになってほし
いですね。  大西 彰

オープンソース活動への貢献と聞くと開発者だけの話に聞こえますが、実際
は誰もが簡単に参加できます。まずはネットで近所の活動を探してみてはいか
がでしょう？　高野さんのインタビューをきっかけに一人でも多くの人が活動へ
興味を持っていただけると幸いです。 善家 直己

ここ最近、オープンソース系のプロジェクトも多くなってきており、改めてこれか
らのITの大きな要素となってきているのを実感しています。 武間 光生

特定の製品を使って何かをするのではなく、解決したい課題に対して最適な
OSSを選定し、組み合わせることがビジネス成功の鍵となっています。DXが
叫ばれる昨今、ビジネスにおけるそういったITリテラシーの重要性が日々増して
きている厳しい時代だなぁと感じます。 土井 聡

その昔、フリーウェアと呼ばれていた草の根開発のソフトウェアは、企業をも巻
き込みオープンソースソフトウェアへと昇華しました。伽藍とバザールを例に挙
げるまでもなく、ソフトウェアは組織内で秘密裏に開発されるものから、大勢の
知を結集して開発されるものへと進化しました。IBMでも数多くのソフトウェア
をGitHubで公開しており（https://github.com/IBM）、昔からこの会社に勤
める身としては隔世の感があります。 花井 志生

テクノロジーの節目には必ずオープンなテクノロジーが鍵になります。Webの
時はJavaやStruts、SOAの時はSOAPやBPMN、APIはRESTやSwagger
などです。今号を作って、クラウドの時代はコンテナとKubernetesであると
確信しました。 二上 哲也
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